
新湯治・ウェルネス 人材育成セミナー 各回の講話要約 

 

第 1 回  令和７年７月 28 日(月)13:30～14:45 

講師 
立命館アジア太平洋大学副学長サスティナビリティ観光学部教授 

メイルマノフ セリック氏 

講話 温泉の効能と効果 

講話要約 

１ 温泉の定義と作用機序  

・湯治とは、入浴、飲用、吸入などを通して天然の鉱泉を治療目的に使用すること 

・リラックス効果、筋骨格系の痛み緩和、および皮膚疾患の改善が知られているが、現代では 

生理学的、生化学的、心理的な影響が体系的に調査されている。 

・温泉水はそのミネラル成分と熱特性により、通常の真水よりも効率的に深部体温を上昇させ、 

その状態を長く維持することができる。 

２ 医学的な観点からの効能（過去の研究論文等の紹介） 

・心血管系への効果（高血圧・動脈硬化） 

習慣的な温泉入浴は、特に高齢者の高血圧有病率と逆相関があることが研究で検証されている。 

・精神的幸福度とストレス軽減 

温泉入浴習慣は、生活、仕事、健康の満足度といった主観的な満足度と正の相関を示し、ストレ 

スレベルとは負の相関がある。交感神経系から副交感神経系優位への移行を促進し、ストレス 

ホルモン（コルチゾール、アドレナリン）を減少させ、エンドルフィンなどの「気分を良くす 

る」神経化学物質の増加につながる。習慣的な毎日の温泉入浴は、高齢者のうつ病の既往歴と 

逆相関することも示唆されている。 

・睡眠改善 

就寝前の温水入浴は深部体温を一時的に上昇させた後、浴槽から出ることで急速に冷却され、 

自然な体温低下を促進する。これは睡眠開始を促し、メラトニンの放出にプラスの影響を与え 

る。 

・腸内細菌と疾病リスク 

7 日間の温泉入浴で、腸内細菌にポジティブな変化（ビフィズス菌など有益な細菌の増加）が 

見られた。 

３ 泉質毎の特性 

・別府には 10 種類の温泉の内、7 種類が存在し、それぞれの泉質（例：単純温泉、塩化物泉、硫

黄泉）に独自の特性がある。 

・今後、その特性を健康づくり等に活かすためには年齢、性別、健康状態、泉質、入浴時間などを 

 考慮した個別化された入浴方法の提案が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2 回  令和７年８月 27 日(水)13:30～14:45  

講師 株式会社ﾎﾟｰﾗ POLA ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 博士（薬学） 多田 明弘 氏 

講話 「温泉の美肌作用」 

講話要約 

１ 研究方法 

・従来の温泉の泉質評価（鉱泉分析法指針）とは異なり、化粧品会社の肌科学研究に基づき、 

肌科学分析法（角層分析、皮脂分析など）を用いて、温泉入浴 1 回あたりのスキンケア効果を 

検証した。 

・検証した温泉：①鉄輪むし湯（浴槽）②竹瓦温泉（女普通浴貯湯桝） 

③堀田温泉（さとのゆ浴槽流入口） 

２ 皮膚構造と角層の役割 

人の皮膚は表皮、真皮、皮下組織の 3 層に分かれており、最も外側にある表皮の角層（約 0.02 mm、 

サランラップ 1 枚ほどの厚さ）は、外部・内部のバリア機能とうるおい保持の役割を担っている。 

３ 別府温泉 3 施設の検証結果 

・別府温泉の 3 施設（竹瓦温泉、堀田温泉、鉄輪むし湯）を検証した結果、それぞれ異なる美肌作 

 用を持つことが明らかになった。 

・この作用の違いに基づき、肌悩み別の新しい「湯めぐり」を提案する。 

 

 

 
 



 

第 2 回  令和７年８月 27 日(水)13:30～14:45 

講師 株式会社 bacterico 代表取締役 菅沼 名津季 氏 

講話 「腸内細菌と美容」 

講話要約 

１ 腸内フローラと腸活の定義 

・腸内にはヒトの細胞数より多い 40 兆個もの細菌が生息しており、その密集した様子から「腸内フロ

ーラ」と呼ばれている。 

・腸内フローラを整える活動を「腸活」といい、善玉菌が優位な状態を保つこと、そして多様な菌が存

在することが重要。 

２ 腸内フローラの健康と美容への貢献 

・腸内フローラは、「太りにくさ」「美肌」「栄養吸収率」の全てに関係していると言われている。 

「太りにくさ」 

腸内細菌の発酵により産生される短鎖脂肪酸（酢酸、酪酸、プロピオン酸）は、受容体を介して全

身のエネルギー代謝を調節したり、脂肪細胞への過剰な取り込みを抑制したり、GLP1（インクレチ

ン）の分泌を促す働きもある。ことで、脂肪を蓄積しにくくする作用がある。 

「美肌」 

一部の腸内細菌はビタミン B 群や K2 を産生する。さらに、腸内環境が整うことでフェノールな 

どの腐敗産物の生成が抑えられ、血中を通じて、肌のバリア機能やターンオーバーの正常化に寄与

する。 

 「栄養吸収率」 

善玉菌が増えることで腸内が弱酸性に保たれ、カルシウムやマグネシウムなどのミネラルが溶 

解しやすくなり、効率的な吸収を助ける。 

・主要な健康効果 

腸内細菌が産生する代謝物質は、免疫システムの調整、病原体の感染防止に役立つ。また、大腸が

ん、糖尿病、動脈硬化、アレルギーなどの疾病予防、うつ、不安障害といったメンタルヘルス、睡眠

改善とも関連していることが研究で明らかになってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 3 回  令和７年 10 月 30 日(木)13:30～14:45 

講師 
立命館アジア太平洋大学副学長サスティナビリティ観光学部教授 

メイルマノフ セリック氏 

講話 ウェルネスとツーリズム 

講話要約 

１ ウェルネスとは 

・WHO による「健康」の定義 

「健康とは、単に病気でないとか、虚弱でないということではなく、身体的・精神的および社会的

に完全に良好な状態である。」 

・グローバルウェルネス研究所 は、ウェルネスを「全体的な健康状態につながる活動、選択、 

ライフスタイルの積極的な追求」と定義している。 

２ ウェルネスツーリズムとは 

個人の健康を維持または向上させることを目的とした旅行。「医療ツーリズム」ではない。 

３ 様々なツーリズム 

・スパツーリズム 

主に水を利用した療法を通じて、身体のリラクゼーションや治癒に焦点を当てた観光。 

・タラソツーリズム 

海水と海洋資源の治癒効果を活用した心身を整えるウエルネス旅行。様々なトリートメントに水、

藻類、塩を使用。 

・ホリスティックツーリズム： 

様々なアクティビティとトリートメントを提供。心身と精神のバランスを整えることに重点を置く。 

・ヨガ＆瞑想ツーリズム 

ホリスティックツーリズムとスピリチュアルツーリズムの両方の代表例。 

 

４ 海外から日本に期待されるウェルネス体験 

「温泉」「和食」「健康長寿の国」という特徴から、“J ウェルネス（Japan Wellness）”として世界

的に高い評価を受けている。 

５ 日本のウェルネスツーリズムにおける課題 

■現状と課題 

・海外のウェルネス先進国では、3泊〜2 週間滞在できる専用施設・プログラムを整備。 

・一方、日本の宿泊施設は国内短期滞在型を前提に運営。→ 長期滞在客向けの滞在プログラムや専門

スタッフがほぼ存在しない。 

■結果 

・「ウェルネス体験を求めて来日したのに、宿泊施設にプログラムがない」 

・「大都市の旅行代理店が用意した一部体験のみ」 

・結果：真のウェルネスリゾート体験が得られず、満足度が低下。日本の強みはあるが… 

・美しい自然、歴史的観光地、美食など魅力は多いが、ウェルネス滞在としての“受け皿”が整ってい

ない。 

・このままでは「オーバーツーリズムの目的地」としてのみ消費されるリスクがある。 

６ 解決への方向性 

・ウエルネスツーリズムの本質理解：癒し・健康・滞在型体験」を軸に再構築する。 

・地方の資源をプログラム化：温泉、自然、食、文化などを組み合わせた地域独自の体験設計。 

・宿泊の長期化（3 連泊を標準化）：毎日入れ替わる短期客モデルを見直し、滞在を楽しむ設計へ転換。 

 

 

 

 



 

第 4 回  令和７年 11 月 27 日(木)13:30～14:45 

講師 
立命館アジア太平洋大学副学長サスティナビリティ観光学部教授 

メイルマノフ セリック氏 

講話 温泉の歴史と時事史（世界・地域） 

講話要約 

１ 温泉歴史日本 

  ・湯治場としての温泉 

   温泉はもともと病気治療・回復のための湯治の場。湯治文化として発展し、現在の温泉 

観光へとつながった。 

・天皇の温泉行幸といにしえの温泉風景 公家・僧侶・武家に広がる湯治 

聖徳太子…“伊予温湯（道後温泉）”、天皇や皇族…「日本書紀」に伊予温湯・紀温湯 （白

浜）へ行幸、清少納言…平安時代に有馬・玉造の湯を称賛。 

以後、江戸時代には庶民にも普及 

・庶民への普及と学問としての盛り上がり 

湯治から保養、観光へ 

２ 別府温泉歴史江戸時代の別府温泉 

・江戸期の温泉利用の特徴 

近世になって湯治場として利用が増加 

・文化・文政期（1804–1830）頃から他国からの湯治客が増加 

鉄輪：蒸し湯の中心地 

北鉄輪・南鉄輪に石風呂（蒸し湯）が複数    

３ 別府温泉歴史 近現代の別府温泉の展開 

明治 44 年：海地獄が入場料を開始し観光化へ、大正期：乗合自動車・地獄めぐりバスの登場 

 ４ 別府温泉歴史 温泉の役割の拡大 

・昭和初期：医学的温泉利用の本格化 

・温泉を利用した医療機関の設立 

・飲用としての温泉利用 

 ５ 世界の温泉地 

アイスランド「ブルーラグーン」、ハンガリー「セーチェーニ温泉」、トルコ「パムッカレ」 

ニュージーランド「ロトルア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 5 回  令和８年 1月 20 日(火)13:30～14:45 

講師 九州大学都市研究センター長 馬奈木 俊介教授 

講話 温泉の健康効果と別府の未来 

講話要約 

１ 別府温泉の研究成果「温泉と腸内細菌」について 

・別府温泉の泉質毎の健康効果が科学的に証明された。 

（例）炭酸水素塩泉はビフィズス菌を増加、塩化物泉は抗炎症・長寿に関連する菌を増加、 

みょうばん温泉への入浴は体に有益な短鎖脂肪酸を増加させる、ヨーグルト摂取と温泉入浴

を組み合わせることで排便状況がより改善される。 

・腸内細菌の個人差は非常に大きいため、データに基づくパーソナライズされた温泉・食事提案

が不可欠。 

２ 研究成果の社会実装にむけて 

・AI 解析を用いた提案アプリの開発を進めている。これにより、市民の行動変容を促して健康寿

命を延ばし、医療費抑制や地域経済の活性化へとつなげる「好循環」の創出を目指す。 

  ・物的資本だけでなく、人的資本（教育・健康）や自然資本（温泉・環境）を蓄積・活用すること

で、人々のウェルビーイング（幸福度・持続可能性）を最大化することが究極の目標。 

３ 今後のビジョン 

・温泉の効能に科学的根拠（エビデンス）を与え、別府を「免疫力日本一」のまちへと進化させる

ことで、大規模の温泉医療ツーリズム市場を開拓し、持続可能なウェルネスシティを実現する

ことが可能。 

 


